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唐古・鍵ムラの全景をジオラマ
で展示するほか、弥生時代の環境
や生業、他地域との交流などを
テーマに展示します。弥生人の生
活を垣間見ることができます。

木棺墓倒されたままの木製隅柱

南側を囲む環濠群

大臼と甕を利用した井戸枠
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リニューアル
オープン唐古・鍵考古学ミュージアムでは、

これまでの調査で出土した
膨大な資料の中から
弥生の逸品を展示しています。

唐古・鍵考古学ミュージアムでは、
これまでの調査で出土した
膨大な資料の中から
弥生の逸品を展示しています。

唐古・鍵遺跡は、2000年前の日本を代表する遺跡で、
弥生の生活文化を示す遺物が良好に残っています。私た
ちは、この遺跡がいかにすごいかを知ってもらうために、
学校での学習支援や、町内外への情報発信、弥生体験活動
などを行っています。75名の会員それぞれの得意分野を
生かしてさまざまな弥生探求に挑戦しながら、日々楽し
く学んでます。

鞘入り石剣

鶏頭形土製品 ※数字は調査次数

木棺墓倒されたままの木製

唐古・鍵考古学ミュージアム・
ボランティアガイド

山本淳史さん

唐古・鍵遺跡の保存と活用を支援する会
（愛称「唐古・鍵支援隊」）

会長 今西和代さん

ボランティアの方々唐古・鍵遺跡を支える

08 07国史跡 唐古・鍵遺跡 国史跡 唐古・鍵遺跡特集 特集

田原本青垣生涯学習センター内

展示品解説のほか、「火おこし」や「弥生土器での赤
米炊飯」など、子どもたちへの学習支援も担当してい
ます。ガイド活動では、関心度が低い方にも対話を工
夫することで、少しでも興味を抱いてもらえるよう努
めています。「楽しかった」「勉強になった」という帰り
際の一言が、遺跡の魅力をもっと伝えたいという思い
の原動力になっています。
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唐古唐古・鍵遺跡鍵遺跡の膨大なの膨大な出出土品土品ののうう
ち、特に重要な品々を展示します。
絵画が描かれた土器、精緻な文様で
飾られた土器やヒスイの勾玉など、
魅力溢れる弥生の逸品が並びます。

唐古・鍵遺跡周辺の遺跡、そし
て弥生時代の終わりから古墳時
代の始まりをテーマに展示しま
す。また、埴輪コーナーには重要
文化財埴輪牛も展示しています。

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。弥

誇
る
絵
画
土
器
な
ど
は
、

出
土
し
た
膨
大
な
土
器
や
石
器
、

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
重
環
濠
や
２
棟
の
大
型
建
物
跡
、径
約
4
0
0
メ
ー
ト
ル
の
集
落
域
を
囲
む

直

ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。生

時
代
の
生
活
を
解
明
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い

木
製
品
、そ
し
て
全
国
有
数
の
出
土
数
を

そ
し
て
多
数
の
井
戸
や
建
物
跡
な
ど
が

唐
古

こ
れ
ま
で
の
百
数
十
次
の
調
査
で
、

・
鍵
ム
ラ
の
内
容
が
少
し
ず
つ
明




